











著  者 井田, 洋輔 
Degree number 
学位記番号 














Resource Version Author Edition 
 
 




報 告 番 号 甲第 3085 号 氏  名 井田 洋輔 
 論文題名 






   近年世界的に増加傾向にある近視と眼科で最も一般的に行われている手術であ
る白内障手術前後の血流の関連を検討する。本研究では、白内障術後眼血流に眼軸
長の及ぼす影響を検討する目的で白内障手術後の眼血流をレーザースペックル画
像化法（laser speckle flow graphy : LSFG）を用いて非侵襲的にmean blur rate
（MBR）を測定して評価した．                                        
 
 研究方法   
   対象は市立室蘭総合病院で白内障手術を施行し，術前後に眼血流を測定できた
349 眼．対象を眼軸長により５群（22mm 群から 26mm 群）に分けて各群の視神
経乳頭血流，黄斑血流，眼圧および視力を術前及び術後 1週間後，4週間後，12週
間後に測定し比較検討した．              
 
研究成績及び考察 
   術前の乳頭血流および黄斑血流に関しては 25mm群で 22 mm群，23 mm群，
および 24mm 群と比較して有意に平均乳頭血流が低下していた．その他の血流に
関しては術前に有意差はなかった．術後の平均乳頭血流は 22 mm群，23 mm群，
および 24mm 群で術後のすべての時点で術前よりも改善していた．乳頭血管血流
に関しては 24mm群の 1及び 12週間後の時点でのみ有意に増加していた．乳頭組
織血流に関しては全ての群において術後全ての時点で明らかな改善を認めた．黄斑




   眼軸長により白内障手術後の乳頭血流および黄斑血流の変化に差異が認められ
た．眼軸長が長いほど術後の血流増加が少ない傾向があった．            






               
（令和 2年 3月 31日授与） 
報告番号 甲第  3085  号 氏  名 井田 洋輔 
 
論文審査 
担 当 者 
主査 教授 大黒 浩 副査 教授 高野 賢一 
副査 教授 三國 信啓 委員 教授 大西 浩文 
 
論文題名 
Relationship between axial lengths and postoperative ocular blood flows 
after cataract surgery. 
(白内障術後眼血流に眼軸長の及ぼす影響の検討) 
 
結果の要旨 
 眼軸長により白内障手術後の乳頭血流および黄斑部血流の変化に差異が認められた。眼
軸長が長いほど術後の血流増加が少ない傾向があり、正常眼軸長に近いほど術後の乳頭血
流増加が有意で、黄斑部の血流増加も認められた。また、正常眼軸長眼において術後に平
均乳頭血流が増加しているのは、乳頭の血管血流の増加ではなく、乳頭の組織血流増加に
伴うものと考えられた。 
術後の血流上昇原因としては水晶体体積減少に伴う毛様体弛緩、脈絡膜をはじめとしたぶ
どう膜への血流上昇が寄与していると考えられた。また、眼軸長の増加に伴い術後の眼血
流増加が少なくなる要因としては、強度近視眼に特徴的な眼球形態の変化である後部ぶど
う腫に伴う脈絡膜菲薄化の関与が疑われた。 
 正常眼においては黄斑血流が白内障手術後に改善するのに対して、長眼軸長眼では同様
の変化は認めない。そのため、我々眼科医が日常臨床で黄斑疾患を持つ可能性のある患者
に対して白内障手術を行う際に術後の黄斑血流改善、ひいては視力改善のために眼軸長を
考慮して、手術中の眼灌流圧などに注意を払う必要が示唆された。 
 上記の報告から、博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認められた。 
